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３
月
定
例
会
で
は
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
と
、
「
れ
ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
」
登
載
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
強
化
を
２
本
柱
に
編
成
さ
れ
た
平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
が

提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

22
年
度
以
降
、
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
予
算
規
模
は
８
年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
が
、
予
算
編
成
作
業
を
通
じ
て
、

30
年
度
以
降
の
収
支
見
通
し
を
試
算
し
た
結
果
、
今
後
５
年
間
で
１
５
９
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
昨
年
同
時
期
に
試
算
し
た
結
果
か
ら
約
73
億
円
も
悪
化
す
る
厳
し
い
推
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
の
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
地
方
税
収
の
伸
び
を
想
定
し
て
地
方
交
付
税
が
３
２
１
３
億

円
減
少
し
て
お
り
、
28
年
度
の
よ
う
に
、
決
算
に
お
い
て
税
収
が
見
込
み
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
本
市
の
財
政
運

営
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
例
会
で
は
、
当
初
予
算
へ
の
影
響
、
今
後
の
財
政
運
営
や
財
政

健
全
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
集
中
し
た
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

審
議
日
程
（
３
月
定
例
会
）

５
日　

開
会

　

行
財
政
改
革
・
新
庁
舎
整
備
調
査
、

　

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査
、
都

　

市
再
生
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報

　

告

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

８
日　

代
表
質
問

　
　

田
鍋　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）

９
日

　
　

竹
村　

邦
夫
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

西
森　

美
和
（
公　

明　

党
）

12
日

　
　

福
島　
　

明
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　
　

個
人
質
問

　
　

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

　
　

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

伊
藤　

弘
幸
（
公　

明　

党
）

13
日

　
　

戸
田　

二
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

山
根　

堂
宏
（
公　

明　

党
）

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

深
瀬　

裕
彦
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14
日

　
　

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

　
　

水
口　

晴
雄
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
新
こ
う
ち
未
来
）

15
日

　
　

中
澤
は
ま
子
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

氏
原　

嗣
志
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

細
木　
　

良
（
日
本
共
産
党
）

　
　

岡
田　

泰
司
（
日
本
共
産
党
）

　

追
加
議
案
提
案
理
由
説
明

　

議
員
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

16
・
19
・
20
日　

常
任
委
員
会

23
日　

常
任
委
員
長
報
告　

　

修
正
案
提
出　

討
論　

採
決　

　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

　

閉
会

H26 H27 H28
H29
(見込)

H30
(予算)

財政調整基金 30.4 33.4 27.9 20.9 7.9

減 債 基 金 27.5 25.6 18.4 11.7 2.4

合 計 57.9 59.0 46.3 32.6 10.3

■主な基金残高の状況

財
政
状
況
に
再
び
暗
雲

財
政
再
建
か
ら
４
年

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

当
厳
し
い
収
支
見
通
し
が
予
測
さ
れ

る
中
、
最
重
点
課
題
で
あ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
と
人
口
減
少
問
題
の

克
服
に
向
け
た
地
方
創
生
の
取
り
組

み
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
先
送
り
で

き
な
い
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
優
先

的
に
予
算
配
分
し
た
。

　

ま
た
、
市
道
・
農
道
な
ど
の
生
活

密
着
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
要
望
額

全
額
の
予
算
化
は
困
難
で
あ
る
が
、

数
多
く
の
要
望
が
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
一
定
増
額
し
た
。

　

一
方
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
可
能

な
限
り
事
業
費
を
圧
縮
す
る
よ
う
努

め
、
各
部
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
６

２
７
億
円
の
予
算
要
求
に
対
し
、
最

終
的
に
１
５
３
８
億
円
ま
で
絞
り
込

ん
だ
。

　

そ
の
中
で
、
中
学
校
の
空
調
設
備

の
整
備
費
、
保
育
園
の
耐
震
補
強
工

事
に
お
け
る
仮
設
調
理
室
の
建
設
費
、

商
業
高
校
お
よ
び
針
木
運
動
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
費
な
ど
は
、
財

源
調
整
が
つ
か
ず
、
予
算
計
上
を
見

送
っ
た
。

問

予
算
編
成
に
当
た
り
、
事
務

事
業
の
選
択
と
集
中
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
た
の
か
。

答

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
実
施
の
必
要
性
、
効
果
性
、
公

平
性
お
よ
び
事
業
内
容
の
有
効
性
の

視
点
か
ら
実
施
し
て
い
る
行
政
評
価

を
活
用
し
た
検
討
を
行
い
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
を

図
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
計
55
の
事
務
事
業
で

縮
小
・
再
構
築
な
ど
の
見
直
し
を
実

施
し
、
中
学
校
学
習
習
慣
確
立
推
進

事
業
で
使
用
す
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
シ

ー
ト
の
印
刷
に
庁
内
印
刷
を
活
用
す

る
こ
と
な
ど
で
約
１
千
万
円
、
桂
浜

公
園
の
公
園
維
持
管
理
に
従
事
す
る

人
員
体
制
の
見
直
し
な
ど
で
約
７
百

万
円
な
ど
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
９

９
０
０
万
円
余
り
の
財
源
を
捻
出
し

た
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に

お
い
て
、
平
成
29
年
度
３
月
補
正
予

算
で
国
の
補
正
予
算
や
交
付
税
措
置

の
あ
る
制
度
を
利
用
し
て
財
源
確
保

を
図
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
先
駆
的

に
行
っ
て
き
た
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
の
取
り
組
み
の
効
果
に
よ
り
、
生

活
保
護
費
が
対
前
年
度
９
億
６
千
万

円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
で
財
政
負
担

の
軽
減
を
図
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
捻
出
し
た

財
源
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で

（単位：億円）

問

財
源
不
足
の
原
因
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答

平
成
28
年
度
決
算
に
お
い
て
、

実
質
単
年
度
収
支
で
14
億
円
を
超
え

る
赤
字
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
経

常
収
支
比
率
が
99
・
１
％
と
最
悪
の

数
値
に
な
っ
て
お
り
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

要
因
と
し
て
は
、
地
方
消
費
税
交

付
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
歳
入
が

大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
て
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
が

増
加
す
る
状
況
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

財
源
不
足
の
原
因

問

厳
し
い
財
政
状
況
で
の
当
初

予
算
の
編
成
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答

今
回
の
予
算
編
成
で
は
、
相

財
源
不
足
の
予
算
へ
の
影
響
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問

財
政
状
況
が
悪
化
す
る
中
、

今
後
は
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

も
発
生
す
る
が
、
図
書
館
資
料
の
購

入
費
は
確
保
で
き
る
の
か
。

答

県
立
図
書
館
と
の
合
築
に
よ

り
、
従
来
の
高
知
市
民
図
書
館
よ
り

は
る
か
に
大
規
模
と
な
る
オ
ー
テ
ピ

ア
高
知
図
書
館
で
は
、
利
用
者
が
大

幅
に
増
加
し
、
収
蔵
資
料
に
対
す
る

期
待
が
量
・
質
と
も
に
高
ま
る
た
め
、

資
料
整
備
を
十
分
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
30
年
度

当
初
予
算
で
計
上
し
た
資
料
購
入
費

８
２
０
０
万
円
は
、
31
年
度
以
降
も

継
続
す
る
よ
う
予
算
確
保
に
努
め
る
。

③

は
、
物
資
配
送
計
画
策
定
事
業
や
朝

倉
総
合
市
民
会
館
と
潮
江
市
民
図
書

館
の
耐
震
補
強
推
進
事
業
な
ど
の
予

算
を
新
た
に
計
上
し
、
木
造
住
宅
耐

震
化
事
業
は
増
額
す
る
な
ど
で
過
去

最
大
の
２
５
３
億
円
を
、
ま
た
、
地

方
創
生
の
取
り
組
み
で
は
、
子
ど
も

医
療
助
成
や
保
育
所
運
営
な
ど
で
増

額
し
、
対
前
年
度
３
億
５
千
万
円
増

と
な
る
１
９
０
億
円
を
確
保
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
校
教
育
の
充
実
に
向

け
て
は
、
新
た
に
学
力
向
上
推
進
事

業
や
特
別
支
援
学
級
サ
ポ
ー
ト
事
業

な
ど
を
計
上
し
、
対
前
年
度
３
千
万

円
増
と
な
る
５
億
２
千
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
確
保
す
る
な
ど
、
選
択
と
集
中

を
徹
底
し
た
。

問

今
後
、
財
政
健
全
化
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

早
急
な
改
善
策
が
必
要
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
再
建
の
際

に
行
っ
た
人
件
費
の
削
減
や
公
債
費

負
担
の
平
準
化
な
ど
の
手
法
は
、
以

前
ほ
ど
の
効
果
を
上
げ
る
余
地
は
少

な
く
、
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減
の
両

面
か
ら
幅
広
い
対
策
を
練
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
歳
入
確
保
策
で
は
、

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
や
市
税

な
ど
の
徴
収
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
の
他
、
平
成
30
年
度
に
市
有
林

の
主
伐
・
再
造
林
事
業
に
お
い
て
予

定
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
他
事
業
に
も

拡
大
す
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進

す
る
中
で
、
遊
休
資
産
の
売
却
や
貸

し
付
け
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
化

し
積
極
的
に
進
め
る
。

　

歳
出
削
減
に
向
け
て
は
、
全
て
の

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
評
価
の

結
果
を
検
証
し
な
が
ら
見
直
し
、
内

部
管
理
業
務
な
ど
を
中
心
に
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
効
果
が
期
待
で
き
る

業
務
を
改
め
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
定
年
延
長
の
動
向
な
ど
も
踏

ま
え
、
職
員
定
数
管
理
計
画
の
見
直

し
に
着
手
す
る
。

問

新
た
に
策
定
す
る
財
政
健
全

化
計
画
の
方
針
と
新
規
投
資
事
業
に

つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

答

歳
出
で
は
、
整
備
中
の
各
施

設
の
供
用
開
始
後
に
発
生
す
る
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
（
新
庁
舎
＝
年
２
億

６
千
万
円
、
新
図
書
館
＝
年
２
億
６

千
万
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
年
２
億

８
千
万
円
。
い
ず
れ
も
試
算
値
）
や

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ
る
人

件
費
の
増
加
な
ど
の
新
た
な
財
政
需

要
が
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
歳
入
で
は
、
景
気

動
向
に
左
右
さ
れ
る
市
税
や
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
は
、
地
方
財
政
計

画
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
伸
び
は
見
込

め
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
普
通
交
付

税
は
、
合
併
算
定
替
え
の
段
階
的
な

縮
減
や
歳
出
特
別
枠
が
廃
止
さ
れ
る

影
響
の
他
、
国
の
関
与
の
少
な
い
行

政
分
野
へ
の
財
政
需
要
と
し
て
措
置

さ
れ
て
い
る
経
費
が
近
年
減
少
し
て

い
る
状
況
な
ど
か
ら
、
今
後
、
年
々

減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
歳
入
・
歳
出
の
両
面

に
お
い
て
、
増
減
要
因
を
さ
ら
に
詳

し
く
分
析
し
、
収
支
見
通
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
平
成
31
年
度
以
降

の
地
方
交
付
税
の
状
況
、
消
費
税
増

税
の
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、
次
期

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
。

　

新
た
な
投
資
事
業
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
議
論
の
あ
っ
た
都
市
計
画
税

お
よ
び
固
定
資
産
税
の
超
過
税
率
に

対
す
る
市
民
・
議
会
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
、
新
た
な
市
民
負
担
で
は
な

く
、
ま
ず
は
、
最
大
限
の
内
部
努
力

と
、
国
へ
の
さ
ら
な
る
働
き
か
け
に

よ
り
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算

◆
重
点
施
策
事
業
に

　
つ
い
て
の
質
疑
か
ら

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

　
　
物
資
配
送
計
画
策
定
事
業

問

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
支

援
物
資
の
配
送
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
聞
く
。

答

発
災
か
ら
３
日
目
ま
で
は
、

個
人
で
の
備
蓄
や
避
難
所
な
ど
の
公

的
備
蓄
、
民
間
企
業
な
ど
の
流
通
備

蓄
な
ど
で
対
応
し
、
被
災
者
の
具
体

的
ニ
ー
ズ
が
把
握
し
に
く
い
発
災
後

４
～
７
日
目
ま
で
は
、
国
が
被
災
自

治
体
か
ら
の
具
体
的
要
請
を
待
た
ず
、

事
前
に
定
め
た
食
料
や
毛
布
な
ど
の

生
活
必
需
品
を
民
間
か
ら
調
達
し
、

被
災
地
へ
直
接
輸
送
す
る
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
物
資
で
対
応
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　

高
知
県
で
は
、
国
か
ら
配
送
さ
れ

る
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
物
資
に
つ
い
て
、

県
内
４
カ
所
の
広
域
拠
点
で
の
受
け

入
れ
や
仕
分
け
の
方
法
、
各
市
町
村

の
物
資
拠
点
へ
の
配
送
に
お
け
る
体

制
や
手
順
な
ど
を
規
定
し
た
「
高
知

県
物
資
配
送
計
画
」
を
平
成
29
年
度

末
ま
で
に
策
定
し
て
お
り
、
本
市
で

も
、
物
資
拠
点
に
配
送
さ
れ
た
物
資

を
迅
速
に
各
避
難
所
に
届
け
る
た
め

の
体
制
や
手
順
な
ど
に
つ
い
て
、
課

題
抽
出
と
対
応
策
の
検
討
を
行
い
、

県
計
画
と
整
合
性
の
あ
る
計
画
を
策

定
す
る
。

　
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知

　
　
　
　
　
　
図
書
館
事
業

【 不採択 】

○仁井田産業団地整備

事業からの撤退等に

関する件

３月定例会で
結果の出た

陳　情

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み


